
会社別 本年度 前年度 支払日 対前年度比 回答日 妥結日 
北海道 2.23ヵ月  2.20 ヵ月 12/14 0.03ヵ月増 11/24  
東日本 2.78ヵ月  3.02 ヵ月 12/8 0.24ヶ月減 11/24  
東 海 2.90ヵ月  2.90 ヵ月 12 /9 同 月 数 11/ 11 11/14  
西日本 2.61ヵ月  2.50 ヵ月 12 /10 0.11 ヵ月増 3 /18 3 /19 
四 国 2.09ヵ月  2.10 ヵ月 12/9 0.01ヶ月減 11/24  
九 州  ヵ月  2.48 ヵ月     
貨 物 1.57ヵ月  1.62ヵ月 12/9 0.05ヶ月減 11/17  
テレコム 2.50ヵ月  2.50 ヵ月 12/15 同 月 数 11/22  
システム  ヵ月  2.93 ヵ月     
鉄道総研 2.78ヵ月  2.81 ヵ月  0.03ヶ月減 6/ 13 6 /22 

 

貨
物
会
社
は
11
月
17
日
、
１
．
57

カ
月
分
（
前
年
比
０
．
０
５
カ
月
減
）
、

12
月
９
日
支
払
い
、
と
回
答
。

国
労
は
回
答
の
席
上
で
抗
議
す
る

と
と
も
に
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
根

底
に
あ
る
諸
問
題
を
徹
底
的
に
明
ら

か
に
し
抜
本
的
な
解
決
を
目
指
し
た

宣
伝
行
動
を
重
視
し
て
地
方
・
職
場

で
の
社
宅
宣
伝
な
ど
、
旺
盛
な
行
動

を
取
り
組
ん
だ
。

し
か
し
、
貨
物
会
社
の
経
営
危
機

論
、
世
間
の
厳
し
い
動
向
等
か
ら

「
ア
キ
ラ
メ
感
」
が
先
行
し
た
中
で
、

国
労
は
、
昨
年
の
年
末
手
当
を
下

回
り
、
厳
し
い
生
活
実
態
、
切
実
な

要
求
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
不
満
の
残

る
が
、
年
末
・
年
始
を
迎
え
る
中
で

社
員
・
家
族
の
生
活
等
を
考
慮
し
11

月
25
日
に
妥
結
す
る
こ
と
と
し
た
。

更
に
、
今
後
も
賃
金
抑
制
が
強
ま

る
こ
と
に
対
し
、
貨
物
会
社
が
発
足

か
ら
抱
え
る
諸
矛
盾
や
貨
物
会
社
の

経
営
分
析
を
一
層
深
め
、
国
交
省
要

請
な
ど
を
行
い
、
「
構
造
矛
盾
」
の

解
決
を
目
指
し
、
赤
字
攻
撃
に
負
け

な
い
体
制
確
立
が
重
要
と
し
た
。

会
社
は
11
月
25
日
、
年
末
手
当
２
．

４
カ
月
と
回
答
し
、
赤
字
、
ツ
ア
ー

バ
ス
と
の
競
争
な
ど
経
営
環
境
の
厳

し
さ
な
ど
を
あ
げ
、
０
．
１
カ
月
分

は
異
常
気
象
対
応
、
身
延
線
代
行
輸

送
等
の
協
力
に
報
い
、
事
故
防
止
へ

の
取
り
組
み
に
期
待
す
る
と
し
た
。

国
労
は
要
員
不
足
に
よ
る
労
働
者

の
負
担
に
ふ
さ
わ
し
い
支
給
、
契
約

社
員
に
１
０
０
％
支
給
を
求
め
た
。

そ
し
て
、
赤
字
を
前
面
に
出
す
の

な
ら
経
営
姿
勢
を
示
せ
と
、
役
員
報

酬
の
開
示
を
求
め
た
が
、
会
社
は
か

た
く
な
に
拒
ん
だ
。
28
日
、
諸
般
の

状
況
な
ど
を
勘
案
し
て
妥
結
し
た
。
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国
労
は
、
11
月
17
日
の
貨
物
会
社
１
・
57
カ
月
低
額
回
答
に
対
し
、
要

求
獲
得
を
め
ざ
し
て
行
動
し
て
た
が
、
11
月
25
日
、
社
員
・
家
族
の
生
活

等
を
考
慮
し
妥
結
し
た
。
ジ
ェ
ィ
ア
ー
ル
東
海
バ
ス
の
回
答
２
．
４
カ
月

に
対
し
厳
し
く
抗
議
し
、
持
ち
帰
り
検
討
し
た
が
11
月
28
日
に
妥
結
し
た
。

低額回答 貨物1.57カ月、バス2.4カ月

年
末
手
当

Ｊ
Ｒ
貨
物

《仙台地本からの御礼》11月22日

連日の諸活動に対し心から敬意を表します。

11月21日、静岡地方本部様から、お米が送られてきました。貴重な物資

大変ありがとうございます。大震災から８カ月が過ぎ、冬の到来となりあ

らたな厳しさを向かえよぅとしております。余震もだいぶ少なくなってき

ておりますが、たまに大きな余震があると「大きな地震が来るのでは」と

いった不安はまだ続いてす。

原発事故による放射能問題も、ようやく除染に関して行政が重い腰を上

げてきております。しかし、積算被ばく量の問題もあり、生活不安が何年

も続く状況でもあります。まだまだ多くの対応が求められております。

毎日の生活で米や野菜，果物といった事では、少しでも汚染されていな

いものを子供達や妊婦さん達にと考える事が、今後の将来につながってい

くことにもなります。福島の米に関しでも基準以下といった結果も出され、

出荷も始まっております。

しかし、これからも大きなハードルはありますし、原発事故からの避難

者は仮設住宅生活を今後も強いられています。まだまだ解決には相当の時

間がかかります。あらためまして、心温まる皆様の支援に対して心より感

謝申し上げます。早急に避難している人達や被災した仲間へ連絡を取り、

活用させていただきます。

国労仙台地方本部執行委員長 大沼 元

静岡地本が被災地へ米210kgを支援

ジ
ェ
ィ
ア
ー
ル
東
海
バ
ス
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委
員
会
議
長
に
は
、
今
井
委
員
が

選
出
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。
挨
拶
に

立
っ
た
寺
崎
工
務
協
議
長
は
、
昨
年

は
地
方
工
務
協
と
協
力
し
、
中
継
見

張
り
の
問
題
、
検
査
業
務
外
注
化
の

生
み
出
す
手
も
ど
り
作
業
の
解
消
、

ア
ル
ミ
カ
ー
ト
の
問
題
、
長
大
ト
ン

ネ
ル
作
業
環
境
問
題
な
ど
を
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
今
後
も
職
場
要
求
を

吸
い
上
げ
て
工
務
協
を
活
性
化
さ
せ

た
い
、
と
述
べ
た
。

来
賓
の
湯
浅
全
国
工
務
協
議
長
は
、

北
海
道
・
石
勝
線
の
事
故
な
ど
の
事

故
が
多
発
し
、
合
理
化
で
エ
ル
ダ
ー

社
員
と
新
入
社
員
ば
か
り
の
職
場
が

増
え
技
術
継
承
が
出
来
な
い
な
ど
、

全
国
の
状
況
を
報
告
し
た
。
ま
た
、

福
島
原
発
事
故
で
は
、
仙
台
支
社
や

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
は
何
の
対
策
も
無

い
と
述
べ
た
。

続
く
東
海
本
部
・
細
木
執
行
委
員

は
、
協
約
改
定
交
渉
の
成
果
や
不
十

分
な
点
、
東
海
本
部
は
65
才
ま
で
安

心
し
て
働
け
る
職
場
作
り
を
目
指
し

て
闘
っ
て
い
く
と
述
べ
た
。

《
９
名
の
委
員
が
発
言
》

▼
新
幹
線
・
岐
阜
羽
島
で
の
保
守
用

車
の
脱
線
事
故
で
、
故
障
車
両
を
連

結
し
て
基
地
に
収
納
す
る
ル
ー
ル
が

無
い
こ
と
が
問
題
。
▼
名
古
屋
工
務

協
は
、
①
大
震
災
で
避
難
指
示
時
の

扱
い
が
決
ま
っ
て
い
な
い
、
②
台
風

12
号
で
ド
ク
タ
ー
東
海
が
紀
勢
線
で

孤
立
し
、
徒
歩
巡
回
の
頻
度
が
上
が
っ

て
要
員
不
足
。
③
出
向
者
の
労
働
条

件
が
劣
悪
で
風
呂
も
シ
ャ
ワ
ー
も
無

い
職
場
や
仮
眠
室
の
無
い
職
場
が
あ

る
、
④
関
連
業
者
の
労
働
災
害
が
多

発
、
⑤
事
故
原
因
の
追
究
を
。
▼
静

岡
で
は
、
台
風
15
号
で
身
延
線
が
87

箇
所
も
被
災
し
て
復
旧
さ
れ
て
い
な

い
。
多
数
の
線
路
閉
鎖
で
、
安
全
作

業
指
定
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
▼
新

幹
線
工
務
協
は
、
新
幹
線
の
ミ
ニ
保

線
所
当
時
は
、
現
地
現
職
が
基
本
。

現
在
は
遠
距
離
通
勤
が
殆
ど
で
、
ミ

ニ
保
線
所
の
原
点
に
戻
す
よ
う
要
求

す
べ
き
、
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

寺
崎
議
長
は
集
約
で
、
Ｍ
Ｔ
の
脱

線
事
故
は
ル
ー
ル
が
確
定
さ
れ
て
い

な
こ
と
が
原
因
、
ド
ク
タ
ー
東
海
の

運
行
中
止
は
想
定
外
で
あ
っ
て
も
東

電
の
原
発
事
故
と
同
じ
、
今
回
の
地

震
や
台
風
で
お
き
た
こ
と
は
想
定
外

が
多
い
が
こ
れ
を
教
訓
に
我
々
は
命

を
守
る
闘
い
、
安
全
に
対
す
る
要
求

を
前
に
出
し
て
運
動
し
て
行
き
た
い
、

と
委
員
の
発
言
に
応
え
た
。

尚
、
役
員
は
全
員
が
再
任
さ
れ
た
。

工
務
協
が
委
員
会
開
催

東
海
本
部
工
務
協
議
会
は
、
11
月
12
日
、
第
23
回
定
期
委
員
会
を

静
岡
交
通
ビ
ル
・
会
議
室
で
開
催
し
た
。

委
員
会
議
長
に
片
山
委
員
を
選
出

し
議
事
に
入
っ
た
。

関
根
議
長
の
挨
拶
で
は
、
乗
務
員

協
議
会
が
結
成
11
年
目
を
迎
え
、
職

場
の
労
働
条
件
改
善
を
取
組
ん
で
き

た
が
、
未
だ
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

改
善
に
向
け
て
職
場
・
地
方
で
大
い

に
議
論
し
て
欲
し
い
と
述
べ
た
。
来

賓
の
東
海
本
部
山
崎
執
行
委
員
が
、

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
解
決
の
経
過
、
11

年
度
諸
要
求
・
労
働
協
約
改
訂
交
渉

の
成
果
と
課
題
な
ど
を
報
告
し
た
。

《
委
員
の
発
言
》

▼
専
任
社
員
制
度
は
、
現
行
の
労
働

条
件
で
は
働
き
続
け
ら
れ
な
い
。
勤

務
緩
和
・
休
日
増
な
ど
の
取
組
み
を
。

▼
ミ
ス
に
対
す
る
日
勤
教
育
が
、
区
・

所
に
よ
り
異
な
る
。
日
勤
教
育
で
パ

ワ
ハ
ラ
的
な
扱
い
で
病
欠
に
至
っ
た

例
も
あ
る
。
▼
新
幹
線
の
予
備
勤
務

は
、
現
行
で
は
予
定
が
全
く
立
た
な

い
。
前
月
の
25
日
発
表
を
。
▼
在
来

線
で
は
、
予
備
が
い
な
い
た
め
年
休

は
連
続
休
暇
の
み
に
な
っ
て
い
る
。

▼
飯
田
線
に
ワ
ン
マ
ン
化
計
画
が
あ

り
、
不
安
。
▼
昇
進
試
験
に
ま
た
落

ち
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
昇
進
し
な

い
で
退
職
。
退
職
金
も
減
る
、
等
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
東
海
本
部
か
ら

の
答
弁
と
執
行
部
の
回
答
と
集
約
に

よ
り
、
経
過
・
決
算
・
活
動
方
針
・

予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

関
根
議
長
が
退
任
さ
れ
、
富
田
寅

雄
氏
が
新
議
長
に
就
い
た
。

【
新
役
員
体
制
】

【
議
長
】
富
田

寅
雄
（
新
幹
線
東

京
）
【
副
議
長
】
水
落

直
幸
（
名

古
屋
）
【
副
議
長
】
近
藤

幸
次

（
新
幹
線
大
阪
）
【
事
務
長
】
森
山

康
志
（
静
岡
）

乗
務
員
協
は
11
回
委
員
会

第三者暴力に対する特別補償

東
海
本
部
乗
務
員
協
議
会
は
11
月
16
日
、
名
古
屋
市
内
に
お
い
て
第

11
回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
新
三
役
を
選
出
し
た
。

ＪＲ東海は、勤務時間中における第三者による

社員への暴力が増加している現状を踏まえ、被害

社員の精神的損害への早期救済を目的として新設。

１．支給要件

①労災認定、②精神的損害について、加害者

から賠償の見込みが立たないこと、③被害社員

本人に故意または重大な過失がないことのすべ

ての要件を満たす場合に実施する。ただし、加

害者から賠償があった場合には、その金額を減

額または戻入する。

２．支給内容

医師の診断を基準とし、５区分による補償。

実施は本年12月1日から。

（詳細は交渉情報第518号）

新
設


